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論文内容の要旨
【向的】血液透析患者にみられる破壊性有権関節症 Cdestructivespondyloarthlopathy;DSA)は、頚椎
に好発するが、その病態は必ずしも明瞭でなL、。衛椎の前方隅角侵食像も血液透析患者によくみられる所
見であるが、 DSi¥との関連は不明であるC
本研究では、血液透析患者の頚椎X線像について、討価基準を明確にした上で、疫学的な分析をおこない、
頚椎疾患の病態について検討した。 8らに、顔惟の動態顕彰をhい、椎聞のすべりを計測し、頚椎の不安
定性について検討を行った。
【対象および方法】透析期間が5年以kの125人の血液透析患者の頚椎のX線像について検討した。頚惟病
変の要因を、多変量解析により、統計学的に分析し、頚椎病変の病態について考察をおこなった。さらに、
二次性副甲状腺機能冗進症とDSAの関連を、律相関分析にて検討した。
【結果】頚椎の椎間狭小化およびDSAの発症率は、年齢と有意な相関を認め、高齢者に多かったが、透析
期間とは有意な相関を認めなかった。
自iJ}J隅角侵食i象は、透析期間と有怠な正の担関を認めたが、年齢とは有怠な相関を認めなかったの
前方問角侵食橡のある椎聞では、すべりを認める椎間の比率が大きかった。
一次性副甲状腺機能冗進症とDSAとは有意な相関は見いだせなかった。
【考察】加齢に伴い狭小化した椎間板では、多くの場合、権体終板の亀裂、変性に伴って牛ーじるcartilago-
nous node、線維組織の増1:をみとめ、この退行変性がDSA発症の引き金になるものと考えられた。
前方隅角侵食像は、むしろ変性の少ない惟間で拡大し、推間の不安定性と関連があるものと考えられた。
統計学的には布意な相関を見いだせなかったが、高度の二次性副甲状腺機能克進症が主な病因となり発
症する特異なタイプのDSAも存存.すると考えられ、その場合、急速に進行する可能性がある。
論文審査の結果の要旨
血液透析患者にみられる破壊性脊椎関節直 Cdestructivespondyloarthlopathy ; DSA)は、頚椎に好
発するが、その病態は必ずしも明瞭でなし、。脊椎の前方隅角侵食像も血液透析患者によくみられる所見で
あるが、 DSAとの関連は不明である。本研究では、血岐透析患者の頚椎X線像について評価基準を明確に
し、疫学的な分析を行ったコさらに、頚椎の前後間但1商像により、血液透析患者の頭椎の不安定性につい
て検討を行った。
透析期聞が5年以上の12G名の血液透析患者について調査した。頚椎病変について、年齢、透析期間など
-1-13-
のまー肉を、多変量解析により分析し、頚椎病室の病態について解析をおこなった。
結果は、 DSAを20名29惟問、前方隅角侵食{象は14名19権問に認めた。頚椎の椎間狭小化およびDSAの発
症率は、高齢者に多く年齢との有意な相聞を認めたが、透析期間とは台.意な相闘を認めなかった。 Hij方隅
角侵食像は、透析期間と有意な正の相関を認めたが、年齢とは有意な相関を認めなかった。前方隅角侵食
像は変性の少ない椎間で拡大する傾向を示し:惟聞のィ、安定性を認める比率が大きかった。加齢に伴い狭小
化した椎間板では、多くの場合、椎体終板の亀裂、変性に伴って生じる退行変性がDSA発症の引き金にな
るものと考えられた。
以上の研究は、血波透析患者の脊椎疾患の病態の解析において新たな知見を加えるものである。よって、
本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値すると認められた。
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